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特集                      

2019年度第1回教育支援センター 

「FD・SD研修会」 開催 

■教育改革の方向性（P.2～P.8） 

  ■求められる『三つの方針』+アセスメントポリシー（P.2） 

  ■3つのポリシーのガイドライン（P.2）  

  ■私立大学等改革総合支援事業（P.3） 

  ■「３+１」ポリシーの考え方（P.3） 

  ■岡山理科大学の事例（P.4） 

  ■教育ディベロッパー研修会 （P.5） 

  ■教育開発推進機構と教育開発センター （P.5） 

  ■岡山理科大学の3ポリシーの状況（2018）（P.5） 

  ■3ポリシーの見直し（P.6） 

  ■シラバスの作成とチェック（P.7） 

  ■カリキュラムチェックと教育の質の保証（P.８） 

  ■基盤教育の目的 （P.8）   

■質疑応答より（P.9～P.10） 

■アンケートより（P.11） 

■参加人数（P.11） 

■教育支援センターお知らせ（P.12） 

教育の質を担保するためのポリシー策定からアセスメントまで 

～授業設計からアセスメントへのつながり～  

 近年、大学はアセスメント・ポリシーを含めた4つのポ

リシーの策定やシラバスの作成、そして教育の質保証を

証明するためのエビデンスの提示など、多くの条件を満

たさなければ大学の認証評価や授業料無償化等の国

の政策にも対応できない状況に置かれています。一方、

本来の大学は「大学の自治」のもと、学生や社会により

良い教育・研究を提供し、社会に還元することが求めら

れています。 

 このような状況において、本学では2022年度に全学的

な学部の改組が計画されており、アセスメント・ポリシー

を含めた4つのポリシーやシラバスを見直すよい機会と

なっています。 

そこで今回は、「教育の質を担保するためのポリシー

策定からアセスメントまで～授業設計からアセスメントへ

のつながり～」と題し、岡山理科大学副学長（教育担当）

秦 敬治教授を招聘し、大学自らが「自主的に行う改革

やFD」に近づけるための取り組みについてご講演をいた

だきました。本講演が東海大学としてこれからどうすべき

かを考えるきっかけとなったことをご報告いたします。 
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 教育支援センターは、2019年7月29日（月）に、

岡山理科大学副学長（教育担当）秦 敬治 氏を 

お招きし、2019年度第1回FD・SD研修会“教育の

質を担保するためのポリシー策定からアセスメント

まで～授業設計からアセスメントへのつながり～ ”

を開催しました。当日はテレビ会議システムで本学6

キャンパス及び短期大学部に配信し、173名の教職

員が参加しました（以下講演内容）。 

 

■求められる『三つの方針』＋アセスメントポリシー  

 私たちは、これまで3つのポリシーに縛られてきた

感じがありますが、今度はアセスメント・ポリシー

というものが出てきました。文科省や社会が求めて

いることも理由のひとつですが、私たちは大学人と

して学生のためにどうすべきかをきちんと考えて進

めていかないと楽しくない。そこをみんなで共有し

ていく必要があると思います。 

 「3つのポリシー」や「学力の3要素」などと言わ

れていますが、理由として教育のグローバル化があ

げられます。ご存知の方も多いかもしれませんが、

日本のトップ大学でも、ある学科では海外の大学に

合格するため約半数が入学を辞退しており、不本意

入学者がいるということです。今ではアジアの国々

に日本のトップクラスの大学も負けている状況で

す。 

 文科省の本音は、今800校くらいある大学を300校

くらいにし、文科省が出している補助金を一極集中

したいのではないかと思っています。そうしなけれ

ばグローバル競争に勝てないためです。このような

グローバルスタンダードの流れの中で、日本の教育

界にもお尻に火がつき、その反動やしわ寄せが私た

ちにきているということです。 

 

■3つのポリシーのガイドライン 

 図1は2016年に策定された内容です。2020年4月1

日からは、大学院にも4つのポリシーと、修士号と

博士号の論文の審査基準を明確に公表すること、さ

らには博士課程の学生には将来大学の教員になるた

めのプレFDの機会を提供する、または案内すること

が義務付けられ、結構大変なことになっています。 

 

教育の質を担保するためのポリシー策定からアセスメントまで 

～授業設計からアセスメントへのつながり～  

               秦 敬治
は た  け い じ

 氏  (岡山理科大学 副学長（教育担当）) 

2019年度第1回教育支援センターFD・SD研修会（2019年7月29日開催）より  

   図1：3つのポリシーのガイドライン     

   （中教審 大学教育部会 20160309） 
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の教員たちからその評価を受けています。そのた

め、このDPの基準は岡山理科大学ではこういう言い

方をしています。 

   「60点のラインで作っていますか？」 

 岡山理科大学に来て、最初に驚いたのは、大学院の

修士課程のDPの方が学部のDPより簡単な研究科・

専攻が存在していたことです。これはおかしいと。

卒業すると誰もが身につけることができる最低基準

なので、優・良・可の「可」です。100点のものを出

したら誰も卒業できなくなりますので、60点のもの

でDPを作っているかどうかが非常に重要です。この

DPのレベルが低いか高いかは何も評価されません。

なお、補助金にも関係がありません。そのため自分

たちが作った基準を満たしているかどうかが重要で

あって、この基準自体のレベルが高いか低いかは、

実は全く問われていないことをご理解いただきたい

と思います。 

  それに伴い、DPを身につけるためにどのような

カリキュラムを編成し、どのような方針や内容・方

法で学科の運営や共通教育の運営を行っていくのか

がカリキュラム・ポリシー（以下、「CP」）です。 

 さらに、学科に入ってくる新入生や受験生に対し

て求める最低限のものがアドミッション・ポリシー

（以下、「AP」）で、これにおいては入試とポリ

シーが連動しているかが一番重要だと思っていま

す。例えば、「うちの学科は協調性を身につけた学

生がほしい」とうたっている場合、面接試験や集団

討論など、協調性を評価する入試が入っていないと

ダメです。私がいた大学でも「高校卒業程度の英語

力を有しているもの」と書いてあるのに、英語の入

試を行っていない。数学が「高校卒業程度」と書い

てあるのに、数学の入試を行っていない学科があり

ました。それは問題となるため、修正をかけます。

このことからこのAPについては入試課と協力して、

入試課と学科と教育開発センターが連動して動くよ

うにしています。 

 新しく出てきたのがアセスメント・ポリシーです

が、DPの達成のためにどのような教育課程を編成

し、教育内容・方法を実施し、学修成果を評価する

のかを定めたものです。 

 

 

 

■私立大学等改革総合支援事業 

 私立大学等改革総合事業により、お金の面でいろ

んな縛りができています。幸いなことに、岡山理科

大学は学長が「支援事業のために無理して頑張る必

要はなく、自分たちが取り組んでいる内容や流れで

ポイントが取れたら良い」と言っているので安心し

ていましたが、今度は授業料の無償化の問題が出て

きました。 

 文科省は授業料の無償化で学生を確保したため、

結果的に文科省の流れに背くと大学は授業料の無償

化が認められません。東海大学でも、大学側が必要

な項目を満たしていないと、対象となる学生の授業

料が無償化にならない状況となります。 

 私は1986年に大学に勤め始めましたが、このよう

な縛りはひとつもありませんでした。今はどんどん

継ぎ足されています。シラバスくらいなら分かるの

ですが、今は教学マネジメント体制ができているか

どうかがポイントになってきています。第3期の認

証評価では「教学マネジメントのPDCAをきちんと

回せる大学なのか、それによって教育の改革がきち

んと行われているか」が一番の重点課題です。 

 

■「３+１」ポリシーの考え方 

 ディプロマ・ポリシー（以下「DP」）は、卒業

するときに必要な最低限の合格ラインと思っていた

だければ結構です。全員がDPを満たして卒業をし

ているかということです。 

 岡山理科大学は、卒業証書を渡した全員の学生が

DPを満たしているかどうかのエビデンスを出した

うえで、それをプレゼンテーションして、他の学科

図2：私立大学等改革総合支援事業 
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■岡山理科大学の事例 

 岡山理科大学のアセスメント・ポリシーを紹介し

たいと思います（図3）。手前味噌ではありますが、

結構良いものができていると思っています。これ

は、何を使って学生の学修成果をきちんと見ようと

しているのかを示したものですが、全国のアセスメ

ント・ポリシーを作っている大学の皆さまに見てい

ただきたいと思います。アセスメント・ポリシーは

すぐにでも作らなければなりません。これは本学の

実態に合わせて作成したものですが、このアセスメ

ント・ポリシーに基づいた授業の評価とカリキュラ

ム、もうひとつは大学としてこのような人材を輩出

するという、建学の精神が満たされているのかを、

卒業後に就職先からのアンケート結果などを使用し

て機関レベル（大学）、教育課程レベル、授業科目

レベルの3段階で見るようになっています。 

 また、岡山理科大学では教育改革に向けた取組と

して、「カリキュラム・アセスメントチェック」を

行っています。卒業証書を渡した学生がDPを満たし

ているかを、各学科が自己点検評価することがカリ

キュラム・アセスメントですが、それがきちんと行

われているのかをチェックします。 

 そのために全学の教育改革会議を行います。基本

的に教育担当の副学長である私と学長、バックアッ

プをしてくれている教育開発センターで原案を作

り、「こんな内容のことに取り組むぞ」というもの

を決めます。ただし、決める前に教育開発センター

のメンバーたちが教職員を集め、懇談会や情報交換

会を何度も行うため、何も知らないところで勝手に

話合いが始まることはありません。 

 今取り組もうとしていることは「クォーター制は

本当にこのまま続けるべきか。今後共通教育の改革

をどのように行えばいいか」ということです。 

 例えば、2020年4月から「こころ豊かに生きるため

の授業」を入れたいと提案すると、「小学生でもな

いのになんで心の教育を入れなければならないの

か」などの意見が出てきました。 

 現在、岡山理科大学では、全国平均の1.5倍の退学

者が出ている状況で、私は全ての退学理由を見てい

ますが、かなりの部分で内面的な所に影響されてい

ることが分かります。その改善のために、たった1単

位か2単位、全員に「こころ豊かに生きるための授

業」を入れることの何が悪いのか。また、今後「大

学で学ぶ意義を学ぶ授業」を入れる必要があると

思っています。その授業を1年次の入学した時点で行

うなど、現場と議論をしながら決めています。 

 そして、教育ディベロッパーがいます。これは全図3：岡山理科大学 アセスメントポリシー 
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図4：岡山理科大学の事例 

１．目的 

岡山理科大学では、教育改善を継続的に実施する目的で、機関レベル、教育課

程レベル、科目レベルの3段階において、学生の学修成果を評価します。 
 

１）機関レベル 

学生の進路（就職率、就職満足度、資格免許を活かした専門領域への就業率

及び進学率、退学率等）、客観テストの結果、学修の達成度に対する学生の自

己評価などから、大学全体における活動全体を通した学修成果の達成状況を

検証します。検証結果は、岡山理科大学の現状把握、全学的な教育改革・改

善、学生・学習支援の改善等に活用します。 
 

２）教育課程レベル 

卒業研究の成果、GPA、学修の達成度に対する学生の自己評価、免許・資格

の取得状況、卒業後の状況などから、教育課程全体を通した学修成果の達成

状況、卒業後のキャリアと大学での学びの関連性について評価します。検証結

果は、教育課程レベルの教育の質の改善に活用します。 
 

３）授業科目レベル 

  シラバスに記載している評価方法と「岡山理科大学試験及び成績に関する規程

（仮称）」に定める基準にもとづく厳格な成績評価や授業評価アンケートの学生

の自己評価から、科目ごとの学修成果の達成状況を検証します。検証結果は、

個々の教員による授業改善に活用します。 
 

２．評価方法 

直接評価，間接評価の両方を用いて、学生の学修成果を多面的に評価します。代

表的な評価方法は以下の通りです。 
 

１）トータルキャリアポートフォリオ（2020年度入学者より） 

学生が学修活動や学修成果を体系的に記録していくトータルキャリアポートフォ

リオを活用して、学生の学修成果を継続的に評価します。学生ひとりひとりが成

長を実感できるよう、学生はトータルキャリアポートフォリオを用いて、DPに掲げ

る能力・資質がどのレベルにあるのかを明確な評価基準を用いて定期的に自

己評価します。また、学生は学修成果を定期的に記録していきます。学生を担

当するチューターが学生の記録や自己評価結果の確認を行い、学生指導に役

立てます。 
 

２）卒業研究の成果に対するルーブリックやチェックリスト 

卒業認定・学位授与の方針(DP)に掲げる能力・資質の達成度を直接的に評価

するために、すべての学科で必修科目にしている卒業研究の成果をルーブリッ

クやチェックリストを用いて評価します。 
 

３）外部の客観テスト 

学生の汎用的能力や外国語運用能力などの習得状況を、外部の標準化された

客観テストを用いて評価します。 
 

４）アンケートによる学生の自己評価 

卒業認定・学位授与の方針(DP)に掲げる能力・資質の達成度や汎用的能力の

習得状況を、授業評価アンケートや卒業時アンケートでの自己評価によって評

価します。 
 

５）各科目の学習目標に適した評価 

筆記試験、レポート、プレゼンテーション、実技試験を組み合わせるなどして、

各科目で設定している学習目標に適した評価方法を用いて各科目の学修成果

を評価します。 
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ての学科から出ている教育担当の責任者のような方

です。この方たちをキーに動かしているので、頻繁

に集まっていただいています。また、教育開発セン

ターには、15名ほどの教員がいますが、全員が本務

と同じくらい兼務で動いてくれています。そういう

メンバーたちが、学科の代表やディベロッパーの方

たちを巻き込んで改革を進めてくれています。 

 

■教育ディベロッパー研修会  

 教育ディベロッパーは全21学科プラスαで40人くら

いいます。公式の教育ディベロッパー研修会は、年

に4回ほど1日をかけて全員で行います。研修会のほ

とんどはワークショップ形式で行い、テーブルにつ

き、その40人が常にみんなで横を見ながら、私たち

が説明をする形で進めていきます。 

 DPも同じように作っていますが、以前はある学科

が4個で、別の学科は20個。言葉の使い方が違う、基

準がバラバラ。それらが同じ学部に存在していると

いう状況にありました。  

 現在は、使う言葉を決める、使ってはいけない言

葉を正確に伝える、そしてそれらをみんなで常に一

緒に行い、レベルを統一しました。 

 途中で学科の先生から「どうしてもこの言葉を使

いたい」と言われるときがありますが、後でカリ

キュラム・アセスメントを行うため、測定できない

言葉をポリシーに掲げると相当苦労することを伝

え、理解していただいています。 

 

 

 

■教育開発推進機構と教育開発センター  

 教育ディベロッパー研修会の仕掛け人が教育開発

センターのスタッフになっています。合宿は学長、

副学長らも一緒に教育改革について、とことん話し

合います。前回は朝の4時まで行っていました。合宿

所に入った時点から、学長から「飲みながらやろ

う」と言われました。徹底してみんなで膝を突き合

わせ、このままでいいのかを意見し合う。そして、

その場で学長や副学長に伝えることで、上が目指し

ているものは何か、現場で頑張っている人たちはど

のようなことに苦労しているのかなどを共有しなが

ら進めています。 

 教育開発センターは教育に関する各センターを取

りまとめる筆頭センターになっています。実は、愛

媛大学、追手門学院大学、岡山理科大学も、教育開

発センターは学部や学科、他のセンターと横並びで

はありません。学長や副学長の直下にあるブレイン

組織になっており、そこから研究科や学部学科に情

報が流れるようにするため、上の立場に置いていま

す。そういった仕掛けも重要だと思います。 

 

■岡山理科大学の3ポリシーの状況（2018）  

私は昨年の4月に岡山理科大学にきましたが、まず

一番最初に「ポリシーに一貫性がないので、これは

危険だな」と思いました。縦の一貫性も横の一貫性

もなく、内容も体裁も良くないので、これはどうに

かしなければいけないと。そして、APと入試の関連

性もなかったので、すぐに入試広報課に変更しても

らいました。 

そして、カリキュラムマップやカリキュラムツ

リーの、DPやCPに共通教育の授業が入っているか
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図6：教育開発推進機構と教育開発センター 

図5：教育ディベロッパー研修会 
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どうかです。124単位を取ってDPが身につくはずで

すが、残念ながら専門教育だけでDPが身につくよう

に書かれていました。それでは共通教育は不要とい

うことになってしまうため、専門の先生と教養の先

生で議論を続けています。 

来年4月からは一部変更となり、再来年からドラス

ティックに変えます。少し余談ではありますが、変

えるときに、授業科目数を減らすことをひとつの柱

として労力を注いでいます。専任教員がいない科目

については無くし、可能であれば授業科目を半分に

してほしい。どうしてもできないなら1/4は減らして

ほしいと教養教育センター長にお願いしています。

今現在、確実に1/4は減らしてくれているのが分かっ

ています。 

もちろん教職課程で必要な科目や日本国憲法な

ど、どうしても必要な科目は残し、そのマネジメン

トは教養教育センターが行っていく。そして本当に

必要な授業だけを学生たちに受けてもらえるように

する。そして、可能であればその後に専門科目も減

らしたいと思っています。授業科目を減らす理由の

ひとつとして、専任の先生がいないのに作られてい

る授業科目がいくつかあるということです。 

では、シラバスは非常勤の先生が作成してもいい

のでしょうか。私は今、岡山理科大学に移りました

が、毎週月曜日は追手門学院に非常勤で行っていま

す。シラバスは大学から渡され、授業の概要・目

的・到達目標・評価、これは大学から与えられてい

ます。「これが身につくようにしてください、中身

は先生にお任せします」ということで、私が書くの

は15回の授業内容の部分だけです。 

以前在籍していた追手門学院では、私が副学長と

して着任してからは、毎年3月末に非常勤の先生方に

集まっていただき、追手門学院の学生が授業アン

ケートのコメントに書いた、良いところ悪いところ

を全て付箋紙に書いて分類してもらいます。どんな

授業をすると学生が納得いくか、またはやる気が出

ないかを理解していただいたうえで、「1回目の授業

をどうすれば学生たちが興味をひくのか」をレク

チャーし、さらには「どのDPを身につけるために、

どんな形で行ってほしいか」を説明します。 

私はいつも先生方とけんかをしています。さまざ

まな改革を行うとき、会議などで「俺たちに負荷を

かけるのか、俺たちがどれだけきつい思いをしてい

ると思うか」と言うわけです。私は、「学科のDPに

一番遠いと思う授業を2科目減らしたら、週に2個減

りますよ」「学科として本当に必要な授業はどんな

授業か議論していますか」と、問いかけています。 

ポリシーに合う授業以外は不要なので、「この先

生の専門に合わせた授業を開設してくれませんか」

という場合は却下しています。それが必要なら、カ

リキュラム改編できちんと話し合ってほしい。人に

合わせて授業を作るのではないということです。  

 

■3ポリシーの見直し 

 既存の学科のポリシーを見直すため、本来とは違

う方法をとらざるを得なくなっています。多分これ

は東海大学も一緒だと思っています。 

 残念ながら本来はよくないのですが、私たちが

とった手段は学科のポリシーをきちんと作ってもら

い、その学科を包括するようなポリシーを学部のポ

リシーとし、全部の学部を包括するものが全学のポ

第71号 

図7：シラバスの作成とチェック 

図8：3ポリシーの見直し 
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リシーという作り方をしました。学科が卒業判定を

しているので、学科重視で進めました。ポイントは

全学同じ目線で、みんなでやりましょうということ

です。 

 岡山理科大学ではカリキュラムやポリシーを頻繁

に勝手に変えていたため、卒業時点のチェックをど

の時のポリシーで行えばいいのか分からない状況で

した。そこで、私たちは認証評価期間中7年をひとつ

の目安にしました。5年くらいで確認、6～7年目で

修正し、8年目で新しいものに変えていきます。コロ

コロと勝手に変えるのは許しません。変えるときは

全学の教育改革会議にかけるようにしています。 

 

■シラバスの作成とチェック 

 シラバスについては、常に国の政策の先手を進め

ていかなければ、補助金の獲得や授業料無償化の対

応等に出遅れてしまいます。特に最近の特徴では、

目的・到達目標や授業内容評価に一貫性があるかと

いうことが重要になっています。私たちは4千数百の

シラバスを全て見ていますが、到達目標に「コミュ

ニケーション能力～」という言葉が書いてあるの

に、評価は筆記試験だけといったものや、知識を問

う事ばかりが到達目標に書いてあるのに、授業中の

態度やグループワークの状況を評価に入れる先生が

たくさんいます。 

 到達目標に入っているものを評価する。態度を見

たいのであれば態度に関することを到達目標に入

れ、態度をチェックするのであれば、ルーブリック

シートなどを使って先生がチェックを入れるなどの

評価方法を行う必要があります。そこが歯抜け状態

の授業が山ほどあります。 

 「DPと授業の関連性」も非常に重要です。このあ

たりは全学的にチェックをかけています。そして、

先生を一人一人呼び出して「これではダメです、シ

ラバスを変えたくない場合は授業内容や評価の方法

を変えてください」とお願いをしています。 

 今、非常に厄介なのがフィードバックについてで

す。学生の提出物や試験等に対する全てにつき、

フィードバックが必要です。定期試験の後にも

フィードバックが必要なので、私は定期試験は廃止

派です。追手門学院では、定期試験を行う科目は全

て模範解答を作ってもらい、学生たちがそれを見る

ようになっています。その模範解答が時々間違って

いたりすると大変ですので、定期試験をする先生が1

割くらいまで激減しています。毎回の授業の中で評

価をし、それを積み重ねてもらっています。 

 岡山理科大学はまだ一発で試験を行うことが多い

のですが、フィードバックをしない。これはこのま

まだとアウトなんです。 

 皆様の中には15回の授業の中で、15回目がテスト

と書くのは良くないと聞かされている方はたくさん

いらっしゃると思います。15回目がテストだけはア

ウトです。ですが15回目のテストを60分で行い、そ

のテストのポイントを後半の30分で解説とすれば、

15回の授業の中でテストとフィードバックができる

ことになります。 

 授業の事前授業学習の確保については、1回の授業

につき180分が基準ですが、「必ず180分とりなさ

い」ではなく、「何分学習してほしいか」を書くよ

うにいわれています。しかし、今後必ず「180分課題

を出しているのか」となるので、先手を打ったほう

がいいと思います。実際1日に1時間目から4時間目ま

で授業を受けて、帰宅後に180分×4の事前授業学習

はできないので、今後は履修の仕方や、学期中に取

図9：シラバスの作成とチェック 

図10：シラバスの作成とチェック 
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れる単位の上限などを設定してあげないと、みんな

が疲弊してしまいます。 

 そして、多面的評価が行われているかどうか。文

科省は学生の授業評価の「到達度によって評価しな

さい」とは書いていません。「到達度と学生一人一

人の成長の度合いで成績をつけてください」と書い

てあります。これは、テストの結果が50点でも、も

ともと全く分かっていない学生が一生懸命頑張って

50点取れたので、それについてはきちんと授業中で

チェックをして、そこで15点つけて65点になりまし

た。このように学生の頑張りもしっかり評価したう

えできちんとその根拠を用意してくださいというこ

とです。 

 

■カリキュラムチェックと教育の質の保証 

 カリキュラムアセスメントとは、卒業証書を授与

される学生全員が、DPを身につけているかどうかの

エビデンスを出すことです。また、カリキュラムア

セスメントチェックとは、そのカリキュラムアセス

メントの項目や手法、およびエビデンスが適切かど

うか、自己改善を行っているかどうかを評価するも

のです。カリキュラムアセスメント自己評価とは、

卒業生全員がどの程度DPを身につけたかを自己点検

することです。そして、他の学科や教養教育の先生

方にも点検してもらうことがカリキュラムアセスメ

ント他者評価です。 

 カリキュラムコンサルティングは何かといいます

と、卒業生もしくは卒業が確定している学生たちに

4年間のカリキュラム評価をワークショップで行う

ことで、愛媛大学や岡山理科大学でも昨年行いまし

たが、最初に学生たちがワイワイとネタを出し、そ

れがどのくらいの割合で思っているのかを出しま

す。教員たちだけでできないところは、学生の力も

借りて行うことで、かなり盛り上がります。これは

カリキュラムの良いところも悪いところも出すので

すが、どの学科も良いところのほうが多いです。改

善してもらわないと、納得いかないことが出てくる

と、それを学科のほうに返します。そして、希望す

る学科には私たちが解説をします。 

 フィードバックをかけるときに使うのが、他者評

価シートです。DPの達成度が妥当か、根拠が十分

か、アセスメントの方法はこのままでいいのか、ア

セスメントの内容はどうするのか、今後の改善がき

ちんと検討されているのかどうか等の設問にコメン

トを書いて提出してもらっています。 

 

■基盤教育の目的   

 以前、全学的な規模のFD事業を支援していた広島

工業大学では、私と全ての教員が3か月に1回集まり

改革を進めてきました。当初、シラバスはまとまり

がなく、どうしようもありませんでした。日本で下

から１番目か2番目の大学でしたが、「本気で変え

るなら一緒にやりませんか」「1年間だけ私と付き

合ってください。そして3ヶ月に1回、1日、朝から

晩まで私にください。私が来ない3か月間は、皆さ

んで宿題をしてください」と伝えました。 

 今広島工業大学が中四国の大学ランキングで岡山

理科大学を抜き3位くらいにいます。志願者は大幅

にアップし、中退者は半分以下になりました。たっ

た3年間でこんなに変わるのかというくらい変わり

ました。 

 最後になりますが、普通、大学は知識やスキルを

身につける場所ですが、岡山理科大学では「こころ

豊かに生きる」という項目を作り、まず内面からき

ちんと育てていきましょう。ということを来年4月

からスタートし、6つのこころ豊かに生きるための

授業ができます。畑でいうと、土からきちんと耕

し、土がうまく肥えた状態になったら専門教育を入

れていくということを進めています。私はいろんな

大学に出向いてこのような活動を行っています。 

       図11：基盤教育の目的 
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２．質疑応答より 

 

Q．教員達の意識を変える秘訣を教えてください。 

A．学生も教職員も一緒だと思いますが、2つ方法が      

あると思います。一つは、今日は岡山理科大学経営

学部の3年生の学生が自費で同行して来ていますが、

彼は、勉強になると言って授業がないときにはこう

してついてきます。彼は意識が高く、意識が高い学

生のまわりには意識が高い学生がいます。磨けばダ

イヤモンドになる学生を1人見つけたら、彼は仲間を

何人も連れてきて、その仲間がまた仲間を連れてき

て、学生リーダーができあがっていきます。教職員

も一緒です。実は私が岡山理科大学に着任する年の2

月に、学長から岡山に泊りがけで来てほしいとの要

望がありました。到着すると、学長と5人の教員がい

らして、とことん話したいと言われました。そし

て、「本気で教育改革する気があるのか」と問わ

れ、「本当に改革をするなら、まずは私たちが5人衆

となってついていく」と言われました。彼らは今、

教育開発センターのメンバーです。そういう人を中

からつかまえることが一つ大事です。もう一つは、

広島工業大学や追手門学院大学では、入学式、卒業

式、学園祭、式典、FD、教授会に出席することは義

務です。最初は非難轟々でした。FDも同様でした

が、今は何も言いません。岡山理科大学も同じよう

にしたいのですが、なかなかできません。学長は

「無理に引っ張り込まないでいい。頑張る人たちで

引っ張っていけば後からついてくるから」とおっ

しゃっていますが、そろそろ年に1・2回は全員出て

きてほしいと思っています。 

 

Q．反発がある中で、どうやってうまくやってきたの

か、職員側についても教えてください。 

A．私は以前職員を20年やっていましたので、職員の

ことは自分なりにわかっているつもりです。職員は

仕事が増えることを嫌がります。ですから、私が今

徹底してやっていることは、職員の仕事を減らす改

革です。今窓口に学生が来なくなるためのシステム

作りを一緒にやっています。そのシステムをやると

お金がかかりますが、他を削ってそこに当てていま

す。改革をやれば職員の仕事が減り楽になるという

ことと連動してやらないと、職員の方々は相当きつ

い思いをされると思います。職員の皆さんとはそこ

を徹底してやっています。 

 

Q．授業以外での学生を巻き込んだ教育改革について

教えてください。 

A．入学前教育について、以前在籍していた追手門学

院大学では着任と同時に業者をやめ、全部先輩学生

でやることを決めました。今は150人の学生たちが来

年入ってくる新入生のための入学前トレーニングを

しています。始めたときは、30人で新入生全員の入

学前学習を行っていましたが、80人、100人、120人

と増え、今では150人となりました。それに関与して

いる教職員は4、5人ですが、学生と一体となって

やっており、学長、理事長、学部長等も見に来て

「よくやっている、ありがとう」と言っておりま

す。なぜ学生がそこにやってくるのかというと、自

分に能力が身につくからです。学生は常にそれを意

識しています。学生の力を侮ってはいけません。お

金も浮きますし、能力も身につきます。先ほど紹介

した学生は、毎週月曜日僕と一緒に追手門学院大学

に行って、授業の中で受講している学生のファシリ

テーションを毎回やります。最初は下手で緊張して

いましたが、今では全く知らない大学に行って全く

知らない学生とやっても、普通にやれるようになり

ました。彼と彼の後輩たちで来年度は、岡山理科大

学で展開していこうとしています。 

 

Q．事前学習や事後学習について、学内での施設や仕

組みを使った取組例があれば教えてください。 

A．最近、図書館と呼んでいない大学が増えてきてい

ます。追手門学院大学の新キャンパスは、建物の廊

下中に本があり、自由に持っていっていいように
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なっています。山口県にある梅光学院大学も図書館

という名前はありません。本の貸し出しのチェック

なんて一切ありませんし、入退場のゲートもありま

せん。本を持って帰ってまで勉強したい人がいるな

ら、どうぞ持って帰ってくださいとなっています。

持って帰った本の量を考えると、図書館の在庫を

チェックする人件費の方が高いのです。ご存知かと

思いますが、今は図書館の在庫はスマートフォンを

かざせば、在庫を全部チェックできますので、在庫

確認は一人で一日あれば終わってしまいます。愛媛

大学の真ん中にある校舎は、各フロアの四隅が学生

の休憩室になっています。ある休憩室は学長室より

高級なソファーがずらりと並べてあって薄暗くなっ

ていて、一言もしゃべってはいけませんが、自由に

寝ていいことになっています。一方で別のエリア

は、飲食しながら好き勝手やっていたり、わいわい

騒いでもいいことになっています。コーヒーを飲み

ながら、音楽を聴きながら、友達と一緒にワイワイ

やったほうがいい人、パソコンを開いてネットを見

ながらやりたい人もいて、学生一人ひとり勉強のは

かどり方は違うのです。また、梅光学院ではラーニ

ングコモンズも言わないです。キャンパス全てが

ラーニングコモンズのため、言う必要がないので

す。事務室も書棚も研究室もありません。職員は学

校から支給されたスマートフォンを持っていて、学

生課の職員はここにいるといったことがなく、皆必

要な時にスマートフォンで呼び出します。3ヶ月で

1,200社もの企業、それも Amazon やソフトバンク

等、超一流の企業ばかりが見学に来たとおっしゃっ

ていました。一度見に行っていただければと思いま

すが、学生たちはいきいきしています。学生は、パ

ソコンを開いて英語の映画をみんなで一緒に見て英

語を勉強していると思っていたら、後ろの方ではソ

ファーで寝ていたりしています。建物の椅子は全部

バラバラです。同じ椅子だと廃盤になってしまう

と、補充できないからです。先生方の研究室がない

ので、廊下が書棚になっています。その書棚を自分

の好きなところに引きずって持っていって、そこで

勉強をします。先生たちの書棚を学生たちは、全部

わかっていて、ある先生は「私の本は好きに持って

いっていいから必ず返してね」と書いてあったりし

ます。新しいやり方だとは思いますが、真似できる

かできないかは少し私も疑問ではありますが、一つ

の参考にはなるかなと思います。 

 

Q．多くの大学では改革をすると、一時的に定員充

足率を満たせなくなるため大騒ぎになりますが、秦

先生のご経験でどのように学内で合意を得たのか教

えてください。 

A．皆様もご存知の通り、岡山理科大学は加計学園

問題が出て、その影響で学内が揺れ、志願者数にも

影響が出ました。トップ層の大学は関係ありません

が、中堅より下の大学は、「動いている感」が外に

伝わっているかどうかが大事だと思います。ですか

ら、副学長に就任してすぐにHPを一気に変えまし

た。HPが更新されていないとか学生が全然前に出て

ないのはだめです。入試広報の仕方等も全部変えて

もらいました。「この大学動いているな」「学生が

前面に出ているな」というところが非常に大事だと

思います。追手門学院大学は、そういうところがう

まいです。6年連続志願者アップで、志願率アップ率

日本一なんかも取っています。今や志願者は6年前の

3倍くらいです。岡山理科大学と学生数は一緒です

が、受験者数は全然違います。ヤンチャな学生も多

かったですが、今はきちんと喋れるとかタバコを吸

いながら歩かないとかそういう学生が当たり前に

なってきています。追手門学院大学は、学生を主役

にし、前面に出しており、オープンキャンパスなん

かも全部学生でやっています。学生が生き生きする

姿を見て、親御さんも生徒もこの大学いいなと思う

のです。 

 

3．アンケートより 

 

 授業、シラバスの設計について教育工学の立場か

らも大変納得できる内容でした。同僚と授業につい

て議論したくなる、そんな火をつけて下さる講演で

した。また学生・教職員を動かす際、「力が身に付

くこと」が最大のインセンティブになると再認識致

しました。（教員） 

 

 3つのポリシーとアセスメントポリシーに取り組む

姿勢を改めて見直しさせられた。2022年の改革に向

けて、前向きに頑張ろうと思わせてもらえた。現行

のポリシーと目標・評価の一貫性を再検討したいと

思った。新たな視点や発想をいただきました。あり

がとうございます。（教員） 
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 教育の理想論という本来教員として目指すべき高

い指標として拝聴しました。今後東海大学という巨

大な組織の中でどれだけ熱い志を共有できるか、そ

ういう同志とめぐり会ってよりよいものにできる

か、今後シビアな現状、変動する社会情勢にどう対

応するか、実現できるように希望をもっていきま

す。「学生主体」初心に戻って、教育を評価する必

要があると再認識しました。（教員） 

 

 大学全体で学部学科の意向を吸い上げながら改革

をすすめ、統一したカリキュラムをつくる。そのプ

ロセスに学生も巻き込んでやること。とても興味深

かったです。大学の真剣度が試されると感じまし

た。Visionを掲げる大切さなど、わかりやすい言葉

で聞き易かったです。（教員） 

 

 事例を交えたお話で、わかりやすく納得できた。

枠にとらわれない多様なアイディアを聞くことがで

き、非常に参考になった。（職員） 

 

 3つのポリシーとリンクさせた上で授業内容を考

え、教育の質を確保する必要性がわかった。シラバ

スで使用する用語の統一はされていないので、その

あたりを改善していかなければならない。（教員） 

 

 所属の異なる教職員の方とのWork Shop形式での議

論をぜひ企画して欲しいと思います（教育について

少人数で語りたいと強く思います）。シラバスに関

するFD（特に到達目標、内容、評価の一貫性）につ

いては必須と感じました。（教員） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．参加人数 

会場 

（校舎） 

教員（非常

勤含む） 

職員他 計（人） 

湘南 66 18 84 

代々木 1 1 2 

高輪 13 4 17 

清水 5 1 6 

伊勢原 9 1 10 

熊本 21 1 22 

札幌 25 0 25 

短期大学部 6 1 7 

合計 146 27 173 
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５．教育支援センターお知らせ 

（１）学部「授業についてのアンケート」 

2019年度春学期学部「授業についてのアンケート」

集計結果の公開を行いました。 

公開場所：「教職員ポータル」⇒「Webオフィス」

⇒「授業についてのアンケート」選択後、授業名等

を検索することで閲覧が可能です。 

 

（２）大学院「授業についてのアンケート」 

2019年度春学期大学院「授業についてのアンケー

ト」の試行を行いました。集計結果個票（4名以上の

回答があった科目のみ）を10月24日に送付させてい

ただきましたのでご覧ください。 

 

（３）卒業にあたってのアンケート 

2018年度「卒業にあたってのアンケート」“大学への

改善要望“に対する対応策について、12月中旬に掲載

予定です。 

内容：2018年度卒業生による「大学への改善要望」 

  に 対 す る 大 学 関 係 部 署 か ら の 回 答 

公開：学生キャンパスライフエンジン、教職員には  

   T365等にて公開予定。詳細につきましては、 

   「学生メール」や「T365」にて周知予定。 

 

（４）「4つの力」のアセスメント結果公開について 

2019年度第2回学部長会議でもご報告のとおり、6月

26日（水）から4月に実施した「4つの力」のアセス

メントの個人別結果を学生支援システムにて公開す

るサービスを開始いたしました。様々な学生指導

（指導教員が担当する学生、ゼミナールの学生や授

業の履修学生、地域連携活動・チャレンジプロジェ

クト・ボランティア、クラブ活動指導）や地区後援

会等においてご活用ください。 

・利用範囲：全教職員 

・結果範囲：2018年度以降実施分 

・留意事項：PDFファイルの印刷はできません。 

次回FD・SD研修会について 

テーマ：学修成果への挑戦～関西国際大学の事   

例を踏まえ～  

講演者：関西国際大学学長 濱名 篤 氏 

講演内容：『学修成果の可視化』『PDCAサイク

ル』『アセスメントの基準・尺度・方法の明確化と

説明』といった、高等教育機関が社会から求められ

ている大きな課題があります。それらに対し、関西

国際大学が３つのポリシー＋アセスメントポリシー

に基づき、どのような仕組みで教学マネジメントを

行ってきたか、事例を踏まえつつ、学修成果の可視

化の方向性と課題についてご講演いただきます。 

日時：11月22日（金）17：15～19：00 

対象：全教職員 

申込方法：教育支援課までご連絡ください。 

会場：湘南校舎4号館 4-2AB会議室 

※他校舎には、TV会議システムにて配信予定。 

  

授業公開について 

本学では、2006年3月1日の学部長会議における審

議・承認を受け、授業改善を進めるために授業公開

を実施、及び授業参観を奨励しています。原則とし

てすべての授業を公開することとしておりますの

で、教員間にて授業参観することが可能です。参考

としたい授業方法などの希望があれば、ご紹介いた

しますので、教育支援課までお問い合わせくださ

い。 

 

過去の広報誌・収録動画について 

下記QRコードより、これまでの「広報誌 UP」の

バックナンバーをご覧になることが可能です。他大

学の事例を用いた教育手法や東海大学の取り組みな

どが掲載されています。また、教育支援センター主

催FD/SD研修会を収録した動画をT365経由で視聴が

可能です。希望する方は教育支援課までご連絡くだ

さい。 

 

 

 

お問い合わせ先 

内線番号：720-2086 

Mail：fd-seminar@tsc.u-tokai.ac.jp 

 


